









本訳注は『富山大学人文学部紀要』第 63 号（2015 年 8 月）掲載の「『タズキラ・イ・ホージャガー
ン』日本語訳注（3）」の続編であり，日本語訳する範囲は底本（D126 写本）の p. 78 / fol. 39b



































ている（yarġu qïla dur men）」と言い，イラにおいて非常に傲慢なことをしていた。それ故にユー
スフ【p. 79 / fol. 40a】・ホージャムに決して温かくなかった。外見を整え，内面を損なっていた。












1）D126 は YVRVT と綴るが，Or. 5338, fol. 42b; Or. 9660, fol. 42b の YVRT が正しい。
2）イシク・アガは，清朝統治期の用法からすると，ハーキム（都市長官または行政長官）の副官であると
見られる。
3）hargiz。D126; Or. 5338, fol. 42b; Or. 9660, fol. 43a; Or. 9662, fol. 53b は HRKYZ と綴る。
4）ba-nāgāh。D126 は BNAKA と綴るが，Or. 5338, fol. 42b; Or. 9660, fol. 43a の BNAKAH が正しい。
5）Or. 5338, fol. 42b; Or. 9662, fol. 54a では ‘Abd Sattār。A グループの写本 ms. 3358, fol. 93a-b では，
アブド・アッサッタール（‘Abd al-Sattār）と表記されている。
6）Artūč (<ARTVJ)。カシュガル北方のアルトゥシュ（Artush）を指している。アルトゥシュには，カシ
ュガル市の東北 30km に位置する「下アルトゥシュ」と，同市西北約 20km にある「上アルトゥシュ」
というふたつのアルトゥシュがある（ジャリロフ・アマンベク，河原弥生，澤田稔，新免康，堀直『『タ
ーリーヒ・ラシーディー』テュルク語訳附編の研究』NIHU プログラム「イスラーム地域研究」東京大
学拠点，2008 年，178 頁，注 422）。なお，Or. 9662 写本はこの箇所（fol. 54a）以降において Artūš 
(<ARTVŠ) と表記している。
7）Or. 9662, fol. 54a の H
ˇ
āqān-i Čīndin による。

































8）D126 は Biy (<BY) と記すが，Or. 5338, fol. 43b; Or. 9660, fol. 44a により Beg とする。フシュ・キフ
ェク・ベグはカシュガルのハーキムである（本書【p. 66 / fol. 33b】「日本語訳注（3）」45-46 頁，【p. 
69 / fol. 35a】「日本語訳注（3）」49 頁参照）。
9）qolï išġa teggänlär。「仕事を成し遂げた者たち」という意味であろう。
10）ジューンガル（カルマク）が支配下のオアシス都市に置いたカラ・ハーンは徴税をおこなったが
（佐口透『18 － 19 世紀 東トルキスタン社会史研究』42 頁参照），兵力を有していたであろう。サ
ラヘトディノヴァ氏は Ch. Ch. Valikhanov により「カラハン，すなわち警察的監視人（politseiskii 
nadziratel’）」 と 記 し て い る（M. A. Salakhetdinova, “Sochinenie Mukhammed-Sadyka Kashgari 
„Tazkira-i-khodzhagan“ kak istochnik po istorii kirgizov, ” Izbestiya Akademii Nauk Kirgizskoi SSR, 
tom 1, vypusk 1, Frunze, 1956, p. 97）。Ch. Ch. Valikhanov, Sobranie sochinenii v pyati tomakh, Tom 























は手紙を見た。彼らに恩寵を示して，次のように言った。【p. 82 / fol. 41b】「〔至高なる神が望
むならば〕20）そなたは我々に捕われる身となる。我々はそなたに捕われる身とならない」。
11）BVLJAQ qïlïp。「約束して」と訳すことについては，本書【p. 71 / fol. 36a】「日本語訳注（3）」50 頁
の注 100 参照。
12）Or. 9660, fol. 44b では Artūš。
13）「水の門」という意味であろう。固有名詞であるかどうか確認できていない。ハルトマン氏は「私が知
る限りにおいて，今日カシュガルにおいてその名称〔Sū 門〕はひとつもない」と注記している（Martin 
Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das Ende der Caghataiden und die Herrschaft der Choğas in 
Kašgarien.” Der Islamische Orient. Berichte und Forschungen, Pts. 6-10, Berlin: Wolf Peiser Verlag, 
1905, p. 238, footnote 1）。
14）Or. 9660, fol. 44b により yolnï を補う。
15）Or. 9662, fol. 55b の yanïp kelip および Or. 9660, fol. 44b の yanïp による。
16）A グループの写本の Turk d. 20, fol. 71a; D191, fol. 81a によると，この娘の名前は H
˙
alīma Bānū で
ある。 ms. 3358, fol. 95b は H
˙
alīma と記す。
17）D126 は ‘Abd al-Masjid と誤記する。Or. 5338, fol. 44a および A グループの写本（Turk d. 20, fol. 
71a; D191, fol. 81a; ms. 3358, fol. 95b）による。
18）Or. 9660, fol. 44b により namāz を補う。
19）近衛兵のことである。ヤサーウルについては【p. 41 / fol. 21a】「日本語訳注（2）」105 頁の注 106 参照。
20）Or. 9660, fol. 44b; Or. 9662, fol. 55b により in šā’a ’llāhu ta‘ālā を補う。






























21）Or. 5338, fol. 44b では Būbāq， Or. 9660, fol. 44a では Bubāq と表記されている。
22）ホージャ・アブド・アッラーとホージャ・ムーミンはともにユースフ・ホージャムの息子である（本書【p. 
69 / fol. 35a】「日本語訳注（3）」48 頁参照）。
23）ブカーウルは「毒見役」で，軍の監督官も務めたという（間野英二『バーブル・ナーマの研究 III 訳注』
京都：松香堂，1998 年，68 頁，脚注 419）。
24）D126 は YTVRDYLAR と誤記するが，Or. 9660, fol. 45a の buyurdïlar (<BYVRDYLAR) による。




28）Hargiz BAYL ketmädi. BAYL の読みと意味を解し得ない。なお，Or. 9662, fol. 56a は BAYYL と綴る。
























30）D126; Or. 5338, fol. 45a; Or. 9660, fol. 45b; Or. 9662, fol. 56b は MV’MYN と誤記するが，Mu’min
が正しい。
31）Qara-qïr (<QRA QYR)。現カシュガル（喀什）市の南方約 9km に位置する疏勒市に当たる（ジャリロフ・
アマンベク，河原弥生，澤田稔，新免康，堀直『『ターリーヒ・ラシーディー』テュルク語訳附編の研究』
114 頁，注 221）。
32）Or. 5338, fol. 45a による。D126 は「この秘密をホージャ・ムーミンとともにホージャ・アブド・アッ
ラーにダルヴィーシュ・ブカーウルが明かした」，Or. 9660, fol. 45b は「この秘密をホージャ・ムーミン・
ホージャム，ダルヴィーシュ・ブカーウルに話して説明した」，Or. 9662, fol. 56b は「この秘密をホージ
ャ・アブド・アッラー・ホージャムとともにホージャ・ムーミン・ホージャムに明かした」と記す。
33）本書【p. 47 / fol. 24a】「日本語訳注（2）」111 頁では sorun を「席」と訳したが，その注 139 で言及
した語義（a Royal assembly, a King's Court）がここでは当てはまるようである。
34）yurt h
ˇ
alqï。D126 は YVRVT と綴るが，Or. 9660, fol. 45b の YVRT による。
35）h
ˇ
vīšāvand。 D126 は H
ˇ




36）A グループの写本（ms. 3358, fol. 97b ; Cf.Turk d. 20, fol. 72a; Cf. D191, fol. 82a）では，「クプチャ
ク・クルグズたちのなかに，オルダに属する数人の勇者たちがいた。ホージャ・ユースフ猊下のバヤン・
アガチャ（Bayan Aġača）という名の妻（ahlīya）の集団（jamā‘a）の出であった」と記されている。
37）ホージャ・アブド・アッラーを指していると解される。彼は前述の本書【p. 82 / fol. 41b】において
バーバーク（Bābāq）・ホージャ・アブド・アッラーと記されている。なお，Or. 5338, fol. 45b では
Būbāq， Or. 9660, fol. 45b では Bubāq と表記されており，【p. 82 / fol. 41b】の場合と同じである。






































9660, fol. 46a の H
ˇ
VYŠAVND による。
39）Or. 5338, fol. 45b; Or. 9660, fol. 46a は ‘Abd Rah
˙







ikri と記すのみであるが，Or. 9660, fol. 46b; Or. 9662, fol. 57b の z
ˉ
ikr qïlïp による。Or. 
5338, fol. 46b は z
ˉ
ikr qïldïlar とする。
42）D126 は KMALYNKH と綴るが，Or. 5338, fol. 46a; Or. 9660, fol. 46b; Cf. Or. 9662, fol. 57b の






























iyāl bolmay。Or. 9660, fol. 46b では h
˙
iyāl qïlmasdïn。
44）za‘farān。D126 は ZĠFRAN と綴るが，Or. 5338, fol. 46b; Or. 9660, fol. 46b の Z‘FRAN による。
45）Or. 9660, fol. 46b の bolġan により補う。
46）D126 は rāst のみ記すが，Or. 5338, fol. 46b の rāst qïlïp もしくは Or. 9660, fol. 47a の rāstlap による。
47）Barlas の r が脱落したのであれば，遊牧集団名のバルラスに当たろう。A グループの写本 Turk d. 20, 
fol. 73b では Barlās と書かれているように見える。
48）D126 は SH SALAR と綴るが，Or. 5338, fol. 46b; Or. 9660, fol. 47a; Or. 9662, fol. 58a の SPH 
SALAR による。
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人を死なすな。逃げ去るならば逃がせ。後ろから追うな」と命じていた。この者たちは，その






















に去り，大軍【p. 88 / fol. 44b】とともに来るらしいという情報があるからである。今，カシュ
50）bī-kār qoydïlar。 D126; Or. 9660, fol. 47b; Or. 9662, fol. 58b は BKAR と綴るが，Or. 5338, fol. 47a
の BYKAR による。
51）カシュガル市街地から東北東およそ 70km に位置する Kalta Yailak Bazar に当たる。Sven Hedin, 
Central Asia Atlas (The Sino-Swedish Expedition, Publication 47, I. Geography, 1), Stockholm: 
Statens Etnografiska Museum, 1966, NJ43 の地図参照。
52）アクス市街地から西南およそ 130km に位置する Kelpin に当たる。Sven Hedin, Central Asia Atlas, 
NK44 の地図参照。
53）Or. 9662, fol. 58b は「夜，アブド・サッタールとともにフダ ・ーヤール・ベグの息子は逃げて，カルタ・
ヤイラグとケルフィンを経てアクスに到った」と記す。
54）アクスのハーキムであるアブド・アルワッハーブ・ベグ（‘Abd al-Wahhāb Beg）（本書【p. 66 / fol. 
33b】「日本語訳注（3）」45-46 頁参照）。
55）öyrür。D126 は AVRVR と綴るが，Or. 9660, fol. 47b; Or. 9662, fol. 58b の AVYRVR による。
56）Or. 5338, fol. 47b; Or. 9660, fol. 48a; Cf. Or. 9662, fol. 59a による補遺。
57）D126; Or. 5338, fol. 47b; Or. 9660, fol. 48a は H
˙





























58）タリム盆地北辺のクチャのこと。本書【p. 77 / fol. 39a】「日本語訳注（3）」56 頁の注 140 参照。
59）D126; Or. 9660, fol. 48a は H
ˇ
VTN と綴るが，Or. 5338, fol. 47b; Or. 9662, fol. 59a の H
ˇ
TN による。
60）Or. 5338, fol. 47b; Or. 9660, fol. 48a; Or. 9662, fol. 59b には方向格の語尾 - ġa が付されている。
61）kāhišlïq。D126; Or. 9662, fol. 59b は KAHYŠLYQ と綴るが，Or. 9660, fol. 48a の KAHŠ により修
正する。
62）D126; Or. 9660, fol. 48a は H
ˇ
VTN と綴るが，Or. 5338, fol. 47b; Or. 9662, fol. 59b の H
ˇ
TN による。
63）D126; Or. 5338, fol. 47b; Or. 9660, fol. 48b は MDRJY，Or. 9662, fol. 59b は MDRH と綴る。ハルト
マン氏は Mederğī と読む（Martin Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das Ende der Caghataiden 
und die Herrschaft der Choğas in Kašgarien.” p. 241）。
64）tīz tund。D126; Or. 5338, fol. 48a; Or. 9662, fol. 59b は TYZ TVN と綴るが，Or. 9660, fol. 48b の
TYZ TVND による。




























に入った。九つの【p. 90 / fol. 45b】閂（darband）のそれぞれの所で数人のカーフィルを止め
押さえ，五，六人ほどのカーフィルが中に入り，ホージャムにお辞儀した。ホージャムは王（ト
レ）の健勝を訊ね，その後，イラの状況を訊ねた。このカーフィルたちは全く心を静めて（kamāl 















67）Or. 9662, fol. 60a; Cf. Or. 9660, fol. 48b による補遺。
68）yurt h
ˇ
alqï。D126 は YVRVT と綴るが，Or. 5338, fol. 48b; Or. 9660, fol. 49a; Or. 9662, fol. 60a の
YVRT による。
69）orda aldïġa。D126 は orda とのみ記す。Or. 5338, fol. 48b は ordaġa と記す。Or. 9660, fol. 49a; Or. 
9662, fol. 60a による。
70）「満場の人」という訳語は確実ではない。D126 は BR TALAY ADM，Or. 9660, fol. 49a; Or. 9662, 
fol. 60a は BR BALAYY ADM と綴るが，Or. 5338, fol. 48b の BR BALAY ADM により bar bālā-yi 
ādam と読む。ヌールマノヴァ氏は A グループの写本（D191, fol. 86a）の ADM BR BALAY ADM を「満
場の人（tolġan adam）」とカザフ語訳している（Aytjan Nurmanova, Qazaqstan Tarikhï Turalï Türkí 




VAB と綴るが，Or. 5338, fol. 48b; Or. 9660, fol. 49a; Or. 9662, fol. 60b の JVAB により
jawāb と読む。









































75）Or. 9660, fol. 50a; Cf. Or. 9662, fol. 61a による補遺。
76）ibā。D126; Or. 5338, fol. 50a は AYBA と綴るが，Or. 9660, fol. 50b; Or. 9662, fol. 62a の ABA に
よる。




































77）Or. 5338, fol. 50a; Or. 9660, fol. 50b; Cf. Or. 9662, fol. 62a により namāz-i を補う。
78）wāqi‘ boldï。D126; Or. 5338, fol. 50a は wāqi‘a boldï と誤記するが，Or. 9660, fol. 51a; Or. 9662, 
fol. 62a による。
79）bad-nīyat。D126 は bad-diyānat，Or. 5338, fol. 50a は bad-h
ˇ
iyānat，Or. 9662, fol. 62b は bad-nīyat 
bad-h
ˇ
iyānatlik，Or. 9660, fol. 51a は bad-nīyatlik と記す。
80）Or. 9660, fol. 51a; Cf. Or. 9662, fol. 62b による補遺。
81）ヤルカンドのハーキムである（前述の本書【p. 88 / fol. 44b】参照）。































83）ホージャ・ジャハーンの末弟ホージャ・アブド・アッラーの子（本書【p. 65 / fol. 33a】「日本語訳注（3）」
44 頁参照）。









87）dušman。D126; Or. 5338, fol. 50b; Or. 9660, fol. 51b; Or. 9662, fol. 62b は DVŠMN と綴る。以下，
この綴りについては注記しない。
88）sačuklikini。sačuk (<SJVK) の読み（sachuk）と意味（sweet-toned）は，Robert Barkley Shaw, 
A Sketch of the Turki Language as Spoken in Eastern Turkistan (Kàshghar and Yarkand), Part 2: 




90）Or. 9660, fol. 51b; Or. 9662, fol. 63a による。
91）A グループの写本（Turk d. 20, fol. 78b; D191, fol. 89b; ms. 3357, fol. 108b）による補遺。





















92）du‘ā-yi salām。D126; Or. 5338, fol. 51a; Or. 9662, fol. 63a は D‘A SLAM と綴るが，Or. 9660, fol. 
52a の D‘AY SLAM による。
93）Or. 5338, fol. 51a; Or. 9660, fol. 52a; Or. 9662, fol. 63b による補遺。




95）このアラブ文「ハディース」の訳文は確実ではない。Or. 5338, fol. 51a-b; Or. 9660, fol. 52a; Or. 
9662, fol. 63b および A グループの写本（Turk d. 20, fol. 79a; D191, fol. 90a; ms. 3357, fol. 109a）を
対照した。
96）不完全なアラブ文であり，綴りに誤りがみられる（D126; Or. 5338, fol. 51b; Or. 9660, fol. 52a; Or. 
9662, fol. 64a）。すなわち，YLĠBVN でなく YĠLBVN が正しい。A グループの写本（Turk d. 20, 
fol. 79b; Cf. D191, fol. 90a-b; ms. 3357, fol. 109b）では「クルアーンの一節（āyat-i karīma）」と明記
して＜もしおまえたちの中に千人いるならば，二千人に勝てるであろう＞と記す。ただし両者ともに，
この一節の部分がある『クルアーン』8-66 のアラブ文のうち，yakun (<YKN) を kāna (<KAN) に変え
ている。アラブ文のテキストについては，三田了一（訳注）『日亜対訳・注解 聖クラーン』日本ムスル
ム協会日訳クラーン刊行会，1972 年，211 頁（1982 年改訂版，220 頁）参照。
97）D126; Or. 5338, fol. 51b は DVRST，Or. 9660, fol. 52b は DVRVST，Or. 9662, fol. 64a は DVRVS


























と言って動揺しています。また今日，【p. 97 / fol. 49a】私はノウルーズ（新年）の見世物（navrūzluq 
ma‘rakasï）を用意していました」と申し上げた。ホージャム猊下は行くことを約束した。
98）A グループの写本（Turk d. 20, fol. 79b; D191, fol. 90b; ms. 3357, fol. 110a）では「七つの城市」（yetä 
šahr / Yetä Šahr）とする。
99）üzämizgä。D126; Or. 5338, fol. 51b は AVZVMYZKH と綴るが，Or. 9660, fol. 52b の AVZAMYZKH
または Or. 9662, fol. 64a の AVZHMYZKA による。
100）Or. 9662, fol. 64a; Cf. Or. 9660, fol. 52b による補遺。
101）Or. 9660, fol. 52b による補遺。
102）hargiz。D126; Or. 5338, fol. 51b は HRKYZ と綴るが，Or. 9660, fol. 52b の HRKZ による。
103）Or. 9660, fol. 52b; Or. 9662, fol. 64a による補遺。
104）Or. 9660, fol. 52b による補遺。




































107）Or. 9660, fol. 53a; Cf. Or. 9662, fol. 65a による補遺。










（Or. 9660, fol. 53b）。D126; Or. 5338, fol. 52b; Or. 9662, fol. 65b は AVJ AVJ と綴るが，
読みと意味は不明である。
110）Or. 9660, fol. 53b; Cf. Or. 9662, fol. 65b による補遺。
111）D126 は ŠHAV DYN BKAVL と綴るが，Or. 9660, fol. 53b; Or. 9662, fol. 65b の ŠHAB ALDYN 
BKAVL による。

























113）＜神は神を畏れる者に一つの出口を造りたまい＞の一部。Muhämmäd Sadiq Qäšqäri, Täzkirä’i 
Äzizan, Näširgä täyyarliġuči: Nijat Muh
ˇ
lis, Šämsidin Ämät, Qäšqär Uyġur Näširiyati（穆罕麦提・薩迪
克『和卓伝（維吾尓文）』喀什維吾尓文出版社，1988 年）169 頁，注 1 参照。






NJR と綴っているようであるが，Or. 5338, fol. 53a; Or. 9660, fol. 54a; Or. 9662, 
fol. 66a の H
ˇ
NJR による。
116）D126; Or. 5338, fol. 53a は h
ˇ
abar bergäy とするが，Or. 9660, fol. 54a の h
ˇ
abar bermegäy による。
117）D126 は orda とするが，Or. 9660, fol. 54a; Or. 9662, fol. 66a の darvāza による。
118）Or. 9662, fol. 66a による補遺。
119）Or. 9660, fol. 54b による補遺。
120）Or. 9660, fol. 54b による補遺。
121）Or. 9662, fol. 66b による補遺。
























122）D126 は ŠHAV DYN BKAVL，Or. 5338, fol. 53b は ŠHAV ALDYN BKAVL と綴るが，Or. 9660, 
fol. 54b; Or. 9662, fol. 66b の ŠHAB ALDYN BKAVL による。以下，この人名の綴りの相違について
は言及せず，シハーブ・アッディーン・ブカーウルと表記する。
123）Or. 5338, fol. 53b; Or. 9660, fol. 54b; Or. 9662, fol. 66b により補う。











127）gäjgä。D126 は KJHKH と綴るが，Or. 9660, fol. 55a; Cf. Or. 5338, fol. 53b の KJKH による。
128）ガズは長さの単位であるが，「尺」「cubit（腕尺）または 24 指」「45 インチ =1.143m」「2 尺（66.67m）」
と資料によりかなり差がある（堀直「18 ～ 20 世紀・ウイグルの度量衡について」『大手前女子大学論集』


























にいた。その首領ウマル・ミールザ （ー‘Umar Mīrzā）という者がいた。この者たちにガーズィ ・ー
ベグの息子たちの略奪を命じた〕139）。そしてまた命令 140）した。ホタンから七千の兵が二日のう
ちに揃った。ウマル・ミールザーをはじめすべてのクルグズたちを同行させ，ヤルカンドへ進
129）この門については，本書【p. 41 / fol. 21a】「日本語訳注（2）」105 頁参照。





















134）yürütüp。D126 は TVRTVB と綴るが，Or. 5338, fol. 54a; Or. 9660, fol. 55a の YVRVTVB による。
135）スィッディークの名がすたるということであろう。
136）ホージャ・ジャハーンの末弟ホージャ・アブド・アッラーの長子（本書【p. 65 / fol. 33a】「日本語訳注（3）」
44 頁参照）。
137）ウマル・ベグの名は Or. 9660, fol. 55b; Or. 9662, fol. 67b および A グループの写本（Turk d. 20, 
fol. 83b; D191, fol. 95a; ms. 3357, fol. 117b）では記されていない。
138）Or. 5338, fol. 54a; Cf. Or. 9660, fol. 55b; Or. 9662, fol. 67b による補遺。
139）Or. 9662, fol. 67b; Cf. Or. 9660, fol. 55b による補遺。
140）amr。D126 は ‘MR と綴るが，Or. 5338, fol. 54a; Or. 9660, fol. 55b; Or. 9662, fol. 67b の AMR に
よる。
































141）前述の本書【p. 99 / fol. 50a】では，ムハンマド・ミーラーフルと表記されている。
142）šundïn。「ヤルカンドから」ということであろう。
143）Or. 9660, fol. 56a は「オルダ」と記す。
144）har。D126 は PR と綴るが，Or. 5338, fol. 54b; Or. 9660, fol. 56a; Or. 9662, fol. 68a の HR による。
145）「怒髪天を衝く」のごとく，激しい怒りを表現した文章だろう。
146）現カシュガル（喀什）市の南方約 9km に位置する疏勒市に当たる（前述の本書【p. 83 / fol. 42a】の
注参照）。
147）fatačï (<FTAJY)。A グループ写本の D191, fol. 96a; ms. 3357, fol. 119b では padačï (<PADHJY)， 
Turk d. 20, fol. 84a では padačï (<PADAJY) と記す。pata または pada はペルシア語の pāda に由来
する単語で “herd, drove, flock” の語義があり（Gunnar Jarring, An Eastern Turki-English Dialect 
Dictionary, Lund, 1964, p. 224），現代ウイグル語で padiči は「牧民，遊牧民」の意味である（飯沼英二『ウ
イグル語辞典』東京：穂高書店，1992 年，247 頁）。fatačï を patačï の訛りとみなす。
148）aka (<AKA)。D126; Or. 5338, fol. 54b; Or. 9662, fol. 68b は AKAH と綴るが，Or. 9660, fol. 56b











手紙がガーズィー・ベグの手に【p. 103 / fol. 52a】渡された。ガーズィー・ベグは恭しく受け
取って読んだ。その身体に震えが生じた。これより前にスィッディーク・ホージャムがホタン
への途上ガージー・ベグの者により送った手紙も来ていた。この二つの手紙の懲罰によりガー

















149）ハルトマン氏によると，この門（Qabagh Artqu / Atqu-Tor）は民衆のあいだで Qawat-Derwāze と
呼ばれていたという（Martin Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das Ende der Caghataiden und 
die Herrschaft der Choğas in Kašgarien.” p. 216, note 6, p. 246）。堀直氏は，この門（Qabaġat）はヤ
ルカンド城市の東北門であり，アクスへ至る道の出発であるとみなしている（堀直「回疆都市ヤールカ
ンド――景観的復原の試み――」『甲南大学紀要 文学編』63，社会科学特集，1987 年，41 頁）。
150）pīš。D126 は PŠ と綴るが，Or. 9660, fol. 57a の PYŠ による。
151）yāvarlik。D126 は YARVRLYK と綴るが，Or. 5338, fol. 55a; Or. 9660, fol. 57a; Or. 9662, fol. 69a
の YAVRLYK による。
152）カラハーン朝の君主（在位 1026/27-1032）で，ホタンの征服とイスラーム化に勤めた（Omeljan 
Pritsak, “Die Karachaniden, ” Der Islam, 31, 1954, p. 28 および系図参照）。
153）ユースフ・カドゥル・ハーンなどカラハーン朝のハーンに協力してホタンの異教徒に対してジハード
を行い殉教した 12 人のイマームの物語，およびホタン地区に存在する 12 人のイマームのマザールに関
する伝承を踏まえたものであろう。なお，ユースフ・カドゥル・ハーンのマザールはカシュガルにあった。
濱田正美『東トルキスタン・チャガタイ語聖者伝の研究』＜ユーラシア古語文献叢書 4 ＞京都：京都大
学大学院文学研究科，2006 年，9 頁，54 頁，注 74，156 頁，注 32 参照。
154）前述の本書【p. 96 / fol. 48b】で言及されているニヤーズ・ベグを含む二人ということであろう。






































āq Walī）160）の御座所（manzil maqām161））である。これらの国（bu mamlakatlar）はこの方の子
155）Or. 9660, fol. 57b では bir yurtluq。
156）bīzār。D126 は BYZA と綴るが，Or. 5338, fol. 55b; Or. 9660, fol. 57b; Or. 9662, fol. 69 の BYZAR
による。
157）D126; Or. 5338, fol. 55b は「七十万」とするが，Or. 9660, fol. 58a; Or. 9662, fol. 70a による。
158）Or. 9660, fol. 58a; Or. 9662, fol. 70a は「カーフィルたち」とする。
159）bu yurtlar。Or. 9660, fol. 58a; Or. 9662, fol. 70a による補遺。A グループ写本の Turk d. 20, fol. 
85b; Cf. D191, fol. 97b; ms. 3357, fol. 123a は「ヤルカンド」とする。
160）カシュガル・ホージャ家イスハーク派の名祖（1599 年没）である。





























164）D126 は SRY(?)Q QALFAQ，Or. 5338, fol. 56b は SRYĠ QAALFAQ，Or. 9660, fol. 58b は
SRYQ QALĠAN，Or. 9662, fol. 70b は SARYĠ QALFAQ と綴る。黄色いカルパク帽子（sarïġ / sarïq 
qalfaq <qalpaq）という意味であるが，クルグズ族の集団名称である。アブラムゾン氏によると，sary 
kalpak（『タズキラ・イ・ホージャガーン』の sarygh kalfak）の名称で，bugu，sary bagysh，solto，
chekir-sayak という諸部族より成る小さな諸集団が知られているという（S. M. Abramzon, Kirgizy i 
ikh etnogeneticheskie i istoriko-kul’turnye svyazi, Leningrad: Nauka, 1971, p. 61）。
165）A グループ写本の Turk d. 20, fol. 86a; D191, fol. 98a; ms. 3357, fol. 123b によると，ユースフ・ホ
ージャムはイラにおいて，カシュガルに来ることをこのクルグズと約束していたという。
166）umarā。D126 は ‘MRA と綴るが，Or. 5338, fol. 56b; Or. 9660, fol. 58b の AMRA による。




























ayma vä bār-gāh 
tikip）下馬していた。そして，城市のなかにもカラ・ハーンのカルマクとともに多くのカルマ





168）D126 は TYMVR，Or. 5338, fol. 57a; Or. 9660, fol. 59a; Or. 9662, fol. 71a は TMVR と綴る。テ
ィムール・ハーンは，ヤルカンド・ハーン家成員であるアブド・アッラシード・ハーンの息子エルケ・
ハーンの息子である（本書【p. 47 / fol. 24a】「日本語訳注（2）」111 頁の注 137 参照）。
169）D126; Or. 5338, fol. 57a: Ol waqt maujūd bolġanġa oh
ˇ
šay dur. Or. 9660, fol. 59a: Ol waqt emdi 
maujūd bolġanġa oh
ˇ
šay dur. Or. 9662, fol. 71a: Ol waqt h
˙
ālā maujūd bolġanġa oh
ˇ
šay dur.
170）šīrīn。D126 は ŠRYN と綴るが，Or. 5338, fol. 57a; Or. 9660, fol. 59a; Or. 9662, fol. 71a の ŠYRYN
による。
171）ġarīv ‘alālā faryād fiġān。ただし，ġarīv を D126; Or. 5338, fol. 57a; Or. 9660, fol. 59a; Or. 9662, 
fol. 71a は ĠRV と綴る。
172）pur tuttï。D126; Or. 5338, fol. 57a は pur を FVR と綴るが，Or. 9662, fol. 71a の PR による。
173）アーラムの職責については，本書【p. 73 / fol. 37a】「日本語訳注（3）」51 頁の注 109 参照。




175）D126 は SVKA，Or. 5338, fol. 57a; Or. 9660, fol. 59b は SVKH と綴る。ハルトマン氏によると，
SVKA TAĠ は「Sūgāt (Sauget)-Tāġ（楊の山）」と関係しているだろうという（Martin Hartmann, “Ein 































177）munādī-gar。D126 は MNADKR と綴るが，Or. 5338, fol. 57b; Or. 9660, fol. 59b; Or. 9662, fol. 
71b の MNADYKR による。
178）darz ketti。D126 は darz を DRD と綴るが，Or. 5338, fol. 57b; Or. 9660, fol. 59b; Or. 9662, fol. 
71b の DRZ による。
179）ウストゥン・アルトゥシュ（上アルトゥシュ）はカシュガル市の西北約 20km に位置する。アルト
ゥシュはアルトゥチュとも表記される。前述の本書【p. 79 / fol. 40a】の注参照。
180）Or. 5338, fol. 57b; Or. 9660, fol. 60a; Or. 9662, fol. 71b の šahr により補う。
181）Or. 9662, fol. 71b-72a は「城市のなかでカラ・ハーンの地位にあったカーフィルたちに害を及ぼさ
なかった」と記す。
